
























（ 1 ） この問題は一般的には「史的イエス──ケーリュグマのキリスト」という一対の概念で言及されてい
ますが、この定式的な表現は誤解を招くものです。史的イエスはおそらくメシア的な待望と直面して
したので、メシア（ギリシア語で「キリスト」）という尊称は史的イエスに属しています。他方、「神


































（ 2 ） 私の見るところでは「一貫性の基準」は「差異ないし相違の基準」から独立しています。それが言う
のは、独立した複数の資料、異なる伝承の流れ、ないしイエス伝承の異なる類型と様式において一貫
しているものは――それをユダヤ教あるいは初期キリスト教から導き出すことが可能であるかどうか
にかかわらず──おそらく真正である、ということです。G. Theissen/ A. Merz, "The Delay of the Pa-
rousia as a Test Case for the Criterion of Coherence", Louvain Studies 32 (2007) 49–66.
（ 3 ） 差異の基準は、E.ケーゼマンの 1953年の講演「史的エスの問題」と共に始まったいわゆる「新しい
探求」（new quest）においてイエス研究を支配しました（E. Käsemann, "Das Problem des historischen 
Jesus", ZThK 51 [1954] 125-153 = idem, Exegetische Versuche und Besinnungen I, Göttingen: Vandenhoeck & 
Ruprecht 1960, 187-214）。
（ 4 ） G. Theissen/ D. Winter, Die Kriterienfrage in der Jesusforschung. Vom Differenz- zum Plausibilitätskriterium 
(NTOA 34), Freiburg (Schweiz): Universitätsverlag/ Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht 1997 = The Quest for 
the Plausible Jesus. The Question of Criteria, Louisville/ London: Westminster John Knox Press 2002.
































（ 6 ） 本稿で私は G. Theissen, "Vom Historischen Jesus zum kerygmatischen Gottessohn. Soziologische Rollenana-
lyse als Beitrag zum Verständnis neutestamentlicher Christologie", EvTh 68 (2008) 285–304のいくつかのア
イデアを練り直し、さらに展開しています。スペイン語の要約は以下を参照してください。"Del 
Jesús histórico al hijo de dios del kerigma. Aportación sociológica a la cristología neotestamentaria", Sel Teol 
48 (2009) 271–282.
































（ 8 ） イエスはバプテスマを時の成就のしるしとして受けるのだという、もう一つ別の解釈が A. Puig I 
Tarrech, "Pourquoi Jésus a-t-il reçu le baptême de Jean?" NTS 54 (2008) 355–374によって展開されていま
す。これは正しいのですが、私は、この成就はイエスを含めたすべての者にとって、バプテスマによ
る罪の赦しで始まるのだと考えます。
（ 9 ） ルカ福音書、エビオン人福音書、ナザレ人福音書におけるバプテスマの若干の再解釈については







































































（11） 直接性は、G. ボルンカム（Bornkamm）の有名な本 Jesus von Nazareth, Stuttgart: Kohlhammer 1956, 
131983〔善野碩之助訳『ナザレのイエス』新教出版社、改訂増補版 1995年〕の中で、イエスの全権
主張を理解する基本的な解釈のカテゴリーでした。このカテゴリーは J. D. Crossan, "Divine Immediacy 
and Human Immediacy: Towards a New First Principle in Historical Jesus Research", Semeia 44 (1988) 121–
140によっても、明らかに彼の先行者 G. ボルンカムに気付かないままで取り上げられています。J. D. 
クロッサン（Crossan）はこのカテゴリーを The Historical Jesus. The Life of a Mediterranean Jewish 
Peasant, Edinburgh: T&T Clark 1991〔太田修司訳『イエス――あるユダヤ人貧農の革命的生涯』新教
出版社、1998年〕で「ブローカーなしの王国」へと変容させています。このカテゴリーが史的イエ
スのいくつかの側面に当てはまるはずであることは疑いありません。
（12） マタ 20:1-16の監督がイエスを表わしているというのは A.メルツのアイデアです。Theissen/ Merz, 

































（13） G. Theißen, "Gruppenmessianismus. Überlegungen zum Ursprung der Kirche im Jüngerkreis Jesu", JBTh 7 
(1992) 101–123, 改訂版は、idem, Jesus als historische Gestalt (FRLANT 202), Göttingen: Vandenhoeck & 
Ruprecht 2003, 255–281に収録。
（14） 私が強調しておきたいと思うのは、イエスのエルサレム入城の伝承は私見では史的である、というこ
































































（15）G. Theissen, "Vom historischen Jesus zum kerygmatischen Gottessohn", 285-304. 古代においてすべての人
は、その地位をより上位の者に依存しているという考えを、私は P. Y. Brandt, L'identité de Jésus et 
l'identité de son disciple. Le récit de la transfiguration comme clef de lecture de l'Evangile de Marc (NTOA 50), 
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（binitarian monotheism）は他のすべての神々の崇拝を排
除しますが、イエスの崇拝を含みます（L.W. Hurtado, Lord Jesus Christ. Devotion to Jesus in Earliest 
Christianity, Grand Rapids/ Cambridge U.K.: Eerdmans 2003, 52）。（３）キリスト論的一神論
4 4 4 4 4 4 4 4 4
（christological 
monotheism）は、修正された一神論です（C.C. Newman [u.a.] [eds.], The Jewish Roots of Christological 
Monotheism, JSJ.S. 63, Leiden: Brill 1999）。
（18） D. Staudt, Heis theós und mónos theós. Monotheistische Formeln im Urchristentum und ihre Vorgeschichte bei 































































（19） 認知宗教学の基本的な考えをはじめて新約学に導入したのは I. ツァヘスです。I. Czachesz, "Kontrain-
tuitive Ideen im urchristlichen Denken", in: G. Theißen/ P. v. Gemünden (eds.), Erkennen und Erleben. Beiträge 
zur psychologischen Erforschung des frühen Christentums, Gütersloh: Gütersloher Verlagshaus 2007, 197-208
を参照。認知宗教学への入門書は、P. Boyer, Religion Explained. The Evolutionary Origins of Religious 
Thought, London: Vintage 2001（鈴木光太郎・中村潔訳『神はなぜいるのか』NTT出版、2008年）、I. 




































（20） ここでは G. Theissen, "Jesusüberlieferungen und Christuskerygma bei Paulus. Ein Beitrag zur kognitiven Ana-
lyse urchristlicher Theologie" in: G. Thomas/ A. Schüle (eds.), Gegenwart des lebendigen Christus, Leipzig: 
Evangelische Verlagsanstalt 2007, 119-138と、"Cognitive Analysis of Faith and Christological Change. A con-
tribution to a Psychology of Early Christian Religion", In: Changing Minds, Religion and Cognition through the 
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（debasement）と高くされた地位









（ハイデルベルク大学名誉教授）による講演 "The Historical Jesus and the Kerygma – Scholarly 








（22） 私はこの宗教体験の二つの基本様式を G. Theissen, Erleben und Verhalten der ersten Christen. Eine Psy-
chologie des Urchristentums, Gütersloh: Gütersloher Verlagshaus 2007（大貫隆訳『原始キリスト教の心理
学──初期キリスト教徒の体験と行動』新教出版社、2008年）で展開しました。
（23） ハイデルベルク大学のアメリカ人学生で、拙稿英語版を注意深く書き直してくれた、キャスリーン・
エス（Kathleen Ess）さんに心から感謝します。また、バルセロナにおけるセミナーで行われた、拙
稿をめぐる討論と、私の同僚たちから得た多くの良いアイデアにも感謝したいと思います。
